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研究分野： 

科研費の分科・細目： 

キーワード：宇宙物理学、X 線天文学、ダークバリオン、銀河団、軟 X 線分光 

 
１．研究計画の概要 

ダークマターとダークエネルギーが宇宙
の 95 パーセント以上を占める主要構成要素
であるにせよ、宇宙の観測はバリオンを通し
て行われることには変わりはない。現在知ら
れている宇宙のバリオンの大半は高温ガス
として存在するため、X 線観測が主役となる。
特に、X 線観測に基づく銀河団統計は、歴史
的には宇宙論パラメータの推定において先
駆的な役割を果たした。また、近年話題とな
っているダークバリオンは 10 万度から 1 千
万度の温度をもつ Warm/Hot Intergalactic 

Medium (WHIM)ではないかと予想されてお
り、その観測的な同定と空間分布のマッピン
グは、宇宙の熱史及び銀河系内での重元素分
布と循環機構の理解を飛躍的に向上させる。
本申請は、この宇宙のバリオン進化の理論的
究明を目的とし、特に i) 銀河団ガスのより現
実的なモデル構築を通じて、超新星、重力レ
ンズ、バリオン振動というより最近の方法論
に比肩する、独立かつ精密な宇宙論パラメー
タ決定法を構築する、ii）WHIM の酸素輝線
および吸収線の観測を通じて（現時点でのダ
ーク）バリオンを直接検出する新しい窓を開
拓する、を 2 つの主要なテーマとする。 

 

２．研究の進捗状況 

 密度・温度揺らぎを取り入れた銀河団ガス
のモデルを提案し、それがスニャーエフ・ゼ
ルドビッチ効果を用いたハッブル定数の推
定において 2 割程度の系統誤差を生む可能性
を指摘した。これを受けて、さらに精度の高
い密度・温度分布モデルの構築をしつつある。 
WHIM に関しては、シミュレーションデータ
の解析を通じて、次世代 X 線衛星によるサイ
エンスを考察した。その結果は、日米欧共同

の衛星プロポーザル ORIGIN としてまとめ
されたが、残念ながら採択には至らなかった。
今後、どのような方針で実現させるかについ
ては国際的な議論がなされつつある。 

 

３．現在までの達成度 

② おおむね順調に進展している 

銀河団モデルの提案と観測データとの比較
は順調に進展した。WHIM に関しては、ほと
んどの時間を国際プロポーザルの提案に時
間を割いたため、研究そのものはやや遅れて
いる感は否めない。 

 

４．今後の研究の推進方策 
 外国の研究者が行った数値シミュレーシ
ョンデータを用いて、銀河団モデルおよび
WHIM に関する物理モデルの検証と観測可能
性を論ずる。 
 
５. 代表的な研究成果 
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